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研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目：ナノ・マイクロ科学、ナノ材料・ナノバイオサイエンス 

キーワード：タンパク質チップ、ペプチドバーコード、エピトープマッピング、アレルゲン 

 
１．研究計画の概要 

アレルギー発症に関わる IgE抗体のエピト
ープを個人レベルで同定することができれ
ば、類似したアミノ酸配列を持つ他の食物タ
ンパク質を危険因子として予測（交差反応の
予測）し、あらかじめ排除することが可能で
ある。また、エピトープデータベースを構築
すれば、機能性食品などの開発に有意義なデ
ータとなりうる。 

本研究では、DNA を足場（支持体）とし
て用い、この上にアレルゲンのペプチド鎖を
順に並べたペプチドバーコードを作成し、高
集積、かつ高感度にエピトープ解析できる新
規技術の開発を目的とする。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)ペプチドバーコードの設計・合成 

 当初予定していた、DNA の三重鎖形成に
よるペプチドバーコードは、熱や物理的刺激
などに対して非常に不安定である事が判明
した。このため、足場となる DNA に一本鎖
を用い、ペプチドタグ（ペプチド－DNA 複
合体）をプライマーとした二本鎖形成による
ペプチドバーコード作成法について検討し
た。 

まず、この二重鎖ペプチドバーコードのプ
ロトタイプとなるビオチンラベルプライマ
ーを用いたバーコードの作成を行った。その
結果、安定性、およびラベル効率など非常に
良好であった。また、このプロトタイプにス
トレプトアビジンを結合させ、AFM 観察を
行ったところ、バーコード上の目的の位置
（ビオチンプライマー）にストレプトアビジ
ンを観察することが可能であることが明ら
かとなった。さらに、現在は実際にペプチド

タグを用いたバーコード作成を試みており、
バーコード形成には成功している。 

(2)ペプチドバーコードのアレイ化のための
基板設計、および技術開発 

 上述したプロトタイプのペプチドバーコ
ードを様々なポリマーでコートしたガラス
基板上へ伸張固定を試みた。その結果、芳香
族環を含むポリマーで被覆した基板表面に
バーコード DNA を再現性よく、整列固定す
ることに成功した。さらに、AFM による観
察を行った結果、反応部位の検出が可能であ
る事が示された。 

 

３．現在までの達成度 

<区分>③やや遅れている 
 当初は、簡便さなどの理由から、DNA の
三重鎖を形成することによりペプチドバー
コードの作成を行う予定であった。しかし、
ハイブリダイゼーションの条件検討などを
行った結果、三重鎖は安定性、その他に問題
があり、本研究の目的を達成するには不向き
である事が判明した。このため、当初の予定
を変更し、二重鎖のペプチドバーコード作成
を検討した。この間、約１年を要し、現在の
達成度の遅れの原因となっている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
研究代表者民間企業異動のため、２０年度

をもって研究打ち切りとなる。 
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